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食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
四
号

　
　
　

�

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

食
品
衛
生
法
施
行
細
則
（
昭
和
二
十
七
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
納
付
の
特
例
）

第
十
二
条　

条
例
第
九
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
別
に
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。
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現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

二�　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
納
付
受

託
者
（
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。）
に
納
付
を
委
託
す

る
場
合

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
五
号

　
　
　
理
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

理
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
八
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
納
付
の
特
例
）

第
六
条　

条
例
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
別
に
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　

一　

現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

二�　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
納
付
受

託
者
（
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。）
に
納
付
を
委
託
す

る
場
合

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
六
号

　
　
　

�

美
容
師
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
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美
容
師
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
三
年
宮
城
県
規
則
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
五
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
納
付
の
特
例
）

第
六
条　

条
例
第
七
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
別
に
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　

一　

現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

二�　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
納
付
受

託
者
（
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。）
に
納
付
を
委
託
す

る
場
合

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

�

　

興
行
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�
宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

〇
宮
城
県
規
則
第
七
号

　
　
　

�

興
行
場
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

　

興
行
場
法
施
行
細
則
（
昭
和
五
十
九
年
宮
城
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

　

第
十
一
条
の
次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

　

（
納
付
の
特
例
）

第
十
二
条　

条
例
第
十
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
別
に
定
め
る
場
合
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
と
す
る
。

　

一　

現
金
に
よ
り
納
付
す
る
場
合

　

二�　

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
二
の
規
定
に
よ
り
指
定
納
付
受

託
者
（
同
法
第
二
百
三
十
一
条
の
二
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
を
い
う
。）
に
納
付
を
委
託
す

る
場
合

　
　
　
附
　
則

　

こ
の
規
則
は
、
令
和
七
年
二
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

告

示

〇
宮
城
県
告
示
第
七
号

　

土
壌
汚
染
対
策
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
十
一
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
し
た
形
質
変
更
時
要

届
出
区
域
の
一
部
に
つ
い
て
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
指
定
を
解
除
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

指
定
を
解
除
す
る
形
質
変
更
時
要
届
出
区
域

　
　

名
取
市
田
高
字
原
六
百
五
十
番
の
一
部
と
し
、
次
の
図
の
と
お
り
と
す
る
。
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二�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
土
壌
の
汚
染
状
態
が
土
壌
溶
出
量
基
準
に
適
合
し
て
い
な
か
っ
た
特
定
有
害

物
質
の
種
類

　
　

鉛
及
び
そ
の
化
合
物

三�　

形
質
変
更
時
要
届
出
区
域
に
お
い
て
講
じ
ら
れ
た
汚
染
の
除
去
等
の
措
置

　
　

土
壌
汚
染
の
除
去

〇
宮
城
県
告
示
第
八
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
）
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
関
係
書
類
を

公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
同
条
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

１　

名
称　

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社

　

２　

所
在
地　

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
小
鶴
沢
字
大
沢
五
番
地

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

理
事
長　

後
藤　

康
宏

二　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　

�　

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
幕
柳
字
沼
ノ
沢
二
番
三
番
二
、
三
番
九
、
鶴
巣
幕
柳
字
曲
り
坂
七
十
番
一
、
鶴
巣
大
平
字
谷

津
沢
二
番
十
八
番
一
、
十
八
番
六
、
十
八
番
七
、
十
八
番
十
、
十
八
番
十
一
、
十
八
番
十
三
、
十
八
番
七
十
八
、
十

八
番
八
十
二
、
十
八
番
九
十
八
、
十
九
番
一

三　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　
　

一
般
廃
棄
物
の
最
終
処
分
場

四　

一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
一
般
廃
棄
物
の
種
類

　
　

可
燃
性
一
般
廃
棄
物
、
不
燃
性
一
般
廃
棄
物
、
焼
却
炉
燃
え
殻

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

六　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

宮
城
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

２�　

縦
覧
期
間　

令
和
七
年
一
月
十
日
か
ら
令
和
七
年
二
月
九
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分

ま
で
）

七　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

令
和
七
年
二
月
二
十
三
日

　

２　

提
出
場
所　

宮
城
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３�　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
九
号

　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
五
年
法
律
第
百
三
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）
第
十

五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
許
可
の
申
請
が
あ
っ
た
の
で
、
同
条
第
四
項
及
び
産
業

廃
棄
物
処
理
施
設
等
の
設
置
及
び
維
持
管
理
に
関
す
る
指
導
要
綱
（
平
成
十
年
宮
城
県
告
示
第
七
百
三
十
七
号
。
以
下

「
要
綱
」
と
い
う
。）
第
三
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
告
示
し
、
法
第
十
五
条
第
四
項
及
び
要
綱
第
三
十
条
第
二
項

の
規
定
に
よ
り
関
係
書
類
を
公
衆
の
縦
覧
に
供
す
る
。

　

な
お
、
当
該
施
設
の
設
置
に
関
し
利
害
関
係
を
有
す
る
者
は
、
法
第
十
五
条
第
六
項
及
び
要
綱
第
三
十
二
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

申
請
者
の
名
称
、
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名

　

１　

名
称　

公
益
財
団
法
人
宮
城
県
環
境
事
業
公
社

　

２　

所
在
地　

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
小
鶴
沢
字
大
沢
五
番
地

　

３　

代
表
者
の
氏
名　

理
事
長　

後
藤　

康
宏

二　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
設
置
の
場
所

　
�　

黒
川
郡
大
和
町
鶴
巣
幕
柳
字
沼
ノ
沢
二
番
三
番
二
、
三
番
九
、
鶴
巣
幕
柳
字
曲
り
坂
七
十
番
一
、
鶴
巣
大
平
字
谷

津
沢
二
番
十
八
番
一
、
十
八
番
六
、
十
八
番
七
、
十
八
番
十
、
十
八
番
十
一
、
十
八
番
十
三
、
十
八
番
七
十
八
、
十

八
番
八
十
二
、
十
八
番
九
十
八
、
十
九
番
一

三　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
の
種
類

　

�　

管
理
型
最
終
処
分
場
（
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
四
十
六
年
政
令
第
三
百
号
）
第

七
条
第
十
四
号
ハ
）

四　

産
業
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
い
て
処
理
す
る
産
業
廃
棄
物
の
種
類

　

�　

燃
え
殻
、
汚
泥
（
含
水
率
八
十
五
パ
ー
セ
ン
ト
以
下
の
も
の
に
限
る
）、
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
紙
く
ず
、
木
く
ず
、
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繊
維
く
ず
、
ゴ
ム
く
ず
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス
く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず
、
鉱
さ
い
、
が
れ
き

類
、
ば
い
じ
ん
、
産
業
廃
棄
物
を
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
（
こ
れ
ら
の
う
ち
石
綿
含
有
産
業
廃
棄
物
を
含

む
。
水
銀
使
用
製
品
産
業
廃
棄
物
、
水
銀
含
有
ば
い
じ
ん
等
を
除
く
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、
金
属
く
ず
、
ガ
ラ
ス

く
ず
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
く
ず
及
び
陶
磁
器
く
ず
は
自
動
車
等
破
砕
物
を
含
む
。）

　

【
特
別
管
理
産
業
廃
棄
物
】
廃
石
綿
等

五　

申
請
年
月
日

　
　

令
和
六
年
十
二
月
二
十
五
日

六　

縦
覧
場
所
等

　

１　

縦
覧
場
所　

宮
城
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

２�　

縦
覧
期
間　

令
和
七
年
一
月
十
日
か
ら
令
和
七
年
二
月
九
日
ま
で
（
午
前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
十
五
分

ま
で
）

七　

意
見
書
の
提
出
期
限
等

　

１　

提
出
期
限　

令
和
七
年
二
月
二
十
三
日

　

２　

提
出
場
所　

宮
城
県
環
境
生
活
部
廃
棄
物
対
策
課

　
　
　
　
　
　
　
　

宮
城
県
仙
台
保
健
福
祉
事
務
所
（
塩
釜
保
健
所
）

　

３�　

意
見
書
に
記
載
す
べ
き
事
項　

生
活
環
境
保
全
上
の
見
地
か
ら
の
意
見
、
提
出
者
の
氏
名
及
び
住
所
（
法
人
に

あ
っ
て
は
、
名
称
、
主
た
る
事
務
所
の
所
在
地
及
び
代
表
者
の
氏
名
）
並
び
に
対
象
施
設
の
名
称
（
日
本
語
に
よ

り
記
載
す
る
こ
と
。）

〇
宮
城
県
告
示
第
十
号

　

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第

二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
五
十

一
条
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
告
示
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

事
業
所
番
号

事
業
所
の
名
称
及
び

所
在
地　
　
　
　
　

指
定
障
害
福
祉
サ�

ー
ビ
ス
の
種
類　

設
置
者
名

指
定
年
月
日

〇
四
一
二
七
〇
〇
五
八
五

ポ
ラ
リ
ス
富
谷
セ
ン
タ

ー富
谷
市
大
清
水
二
丁
目

二
十
二－

一

就
労
継
続
支
援
Ｂ

型

株
式
会
社
ポ
ラ

リ
ス

令
和
七
年
一
月

一
日

〇
宮
城
県
告
示
第
十
一
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
南
部
地
域
森
林
計
画
を
変

更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
域
森
林
計
画
の
名
称

　
　

宮
城
南
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画

二　

縦
覧
場
所

　

�　

宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
林
業
振
興
課
）、
宮
城
県
大
河
原
地
方
振
興
事
務
所
及
び
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務

所
〇
宮
城
県
告
示
第
十
二
号

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
宮
城
北
部
地
域
森
林
計
画
を
変

更
し
た
の
で
、
同
法
第
六
条
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
表
す
る
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
知
事　
　

村　
　

井　
　

嘉　
　

浩　
　
　

一　

地
域
森
林
計
画
の
名
称

　
　

宮
城
北
部
地
域
森
林
計
画
変
更
計
画

二　

縦
覧
場
所

　

�　

宮
城
県
庁
（
水
産
林
政
部
林
業
振
興
課
）、
宮
城
県
仙
台
地
方
振
興
事
務
所
、
宮
城
県
北
部
地
方
振
興
事
務
所
（
栗

原
地
域
事
務
所
を
含
む
。）、
宮
城
県
東
部
地
方
振
興
事
務
所
（
登
米
地
域
事
務
所
を
含
む
。）
及
び
宮
城
県
気
仙
沼

地
方
振
興
事
務
所

教
育
委
員
会

〇
宮
城
県
教
育
委
員
会
告
示
第
一
号

　

地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
一
年
法
律
第
百
六
十
二
号
）
第
十
四
条
の
規
定
に
よ

り
、
教
育
委
員
会
の
定
例
会
を
次
の
と
お
り
招
集
す
る
。

　

な
お
、
こ
の
会
議
の
傍
聴
を
希
望
す
る
者
は
、
次
に
定
め
る
手
続
に
従
っ
て
傍
聴
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
　

令
和
七
年
一
月
十
日

�

宮
城
県
教
育
委
員
会　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

�

教
育
長　
　

佐　
　

藤　
　

靖　
　

彦　
　
　

一　

日　

時　

令
和
七
年
一
月
十
六
日　

午
後
一
時
三
十
分

二　

場　

所　

教
育
委
員
会
会
議
室
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三　

事　

件

　
　

第
一
号
議
案　

職
員
の
退
職
手
当
に
つ
い
て

　
　

第
二
号
議
案　

職
員
の
人
事
に
つ
い
て

　
　

第
三
号
議
案　

宮
城
県
教
育
職
員
免
許
状
再
授
与
審
査
会
規
則
の
制
定
に
つ
い
て

　
　

第
四
号
議
案　

教
育
職
員
の
免
許
状
に
関
す
る
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
五
号
議
案　

自
然
の
家
管
理
規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　
　

第
六
号
議
案　

宮
城
県
生
涯
学
習
審
議
会
委
員
の
人
事
に
つ
い
て

四　

傍
聴
者
の
定
員

　
　

十
二
人

五　

傍
聴
手
続

　

１�　

傍
聴
希
望
の
受
付
は
、
会
議
開
会
三
十
分
前
か
ら
十
分
前
ま
で
に
、
当
該
会
議
の
会
場
に
参
集
し
た
傍
聴
希
望

者
に
対
し
て
行
い
ま
す
。

　

２�　

傍
聴
の
手
続
は
、
先
着
順
で
行
い
、
定
員
を
超
え
た
場
合
は
、
希
望
者
全
員
に
よ
る
抽
選
と
し
ま
す
。

六　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

仙
台
市
青
葉
区
本
町
三
丁
目
八
番
一
号

　
　

宮
城
県
教
育
庁
総
務
課
総
務
班
（
電
話
〇
二
二－

二
一
一－

三
六
一
一
）


